
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新年度を迎え、新しい生活が始まりました。 
保育所や小学校などの入園入学や進級の時期は、環境の変化によって疲れも 
出やすく、集団生活の中で病気に感染する機会も多くなりがちです。家庭で 
ゆったりと体を休ませるよう心がけたいですね。 

わらべ保育室では、年４回のわらべ保育室だよりを通して、様々な情報を 
お届けしていきます。お仕事に子育てに頑張っておられる保護者の皆さんを、 
わらべ保育室は応援しています。 
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Q 利用できる年齢や条件は？ 

A 市内に居住する生後６ヶ月から小学６年生

までの子どもさんです。 

庄原こどもクリニックでの受診が必要です。 

Q 開所・保育時間は？ 

A 月～金曜日の 8：00～18：00 です。 

    （祝日・年末年始を除く） 

Q どんな時に利用できるの？ 

A お子さんが急な発熱、病気やけがなどで通園・

通学ができず、保護者の方が仕事や通院などで、

家庭での保育が難しい時にお預かりします。 

Q 事前に登録が必要ですか？ 

A 事前に登録を済ませておくと初日の利用が 

スムーズです。登録は毎年更新制です。 

書類の入手・提出先は、庄原市役所児童福祉課、

または、わらべ保育室です。庄原市 HP からも 

ダウンロードができます。 

 

Q 予約方法は？ 

A 電話、または、わらべ保育室にて予約をしてください。

その後、庄原こどもクリニックを受診します。 

診断名が確定して利用可能と判断されれば、「医師連絡

票」を受け取ることができ、利用となります。 

【予約受付時間】  

利用希望当日…8：00～11：00 まで 

利用希望日の前日…8：00～18：00 まで   

Q 利用料金と支払方法は？ 

A 日額 2,000 円です。後日、月末締め 

で庄原市から納入通知書が送付されるの

で、金融機関で振り込みをしてください。 

 

Q 利用できる病気は？ 

A 集団生活ができない病気やケガ（風邪・ 

ウイルス性胃腸炎・喘息発作・インフルエンザ・

水痘・流行性耳下腺炎・骨折）などです。 

 ただし、感染力の強い麻しん（はしか）や、 

病状によっては、医師の判断により利用できな

い場合があります。また、新型コロナウイルス

感染症については、現在のところ、受け入れを

していません。(令和６年４月現在) 



 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

TEL 0824-74-6770 

  

 

庄原市病児病後児保育施設 

●わらべ保育室 ● 

里山こども未来会議ホームページでは 

わらべ保育室の利用手順や 

保育看護の様子などもご覧になれます 

 

ご利用に関しての 

説明や見学を希望される方は 

お気軽にご連絡ください 

 

わらべ保育室の職員 
石原と明賀です 

Q 食事やおやつは？ 

A 症状に合わせたもの、子どもさん

の食べやすい昼食・おやつをご持参く

ださい。水分補給のため、飲み物は多

めにご持参ください。 

Q 連続利用のとき、翌日も受診が必要？ 

A 受診は利用日の前日、もしくは当日のみです。 

それ以降に続けて利用される場合は、わらべ保育室で 

お子さんをお預かりした後、医師の回診を受けます。 

 

Q 庄原赤十字病院がかかりつけですが、 

利用できますか？ 

A 利用できますが、庄原赤十字病院を受診した後、 

庄原こどもクリニックを受診して「医師連絡票」を 

受け取っていただく必要があります。不明な点があ 

れば、わらべ保育室を予約する際にお尋ねください。 

 

 

Q 予約のキャンセルは？  

A わらべ保育室に、必ず連絡ください。 

電話は朝８時からつながります。もしくは、

留守番電話へ伝言を入れることもできま

す。その場合は、８時以降にわらべ保育室か

ら確認の電話を入れます。 

 

  

引き続き よろしくお願いします 

昨年度は 12 月をピークに、インフルエンザ A 型・B 型感染に 

よるわらべ保育室の利用が多くありました。 

比較的、年齢の高い子どもさんが多かったので、 

「熱が高い時には布団に横になって体を休めよう。」 

「楽になったら絵本を見よう。 

お絵かきやしりとり遊びを一緒にしようか？」など 

相談しながら過ごしています。 

自分の健康を意識できる 

子どもたちに育って 

くれれば嬉しいです。 

 


